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■
１　
楓
川
・
三
十
間
堀

楓
川
、
三
十
三
間
堀

家
康
以
来
の
江
戸
埋
め
立
て
、
都
市
造
成
計
画
を

忍
ば
せ
る
川
が
楓
も
み
じ

川が
わ

で
あ
る
。
日
本
橋
川
、
江
戸
橋

の
麓
か
ら
八
丁
堀
に
流
れ
込
む
川
。
日
本
橋
川
、
船

を
江
戸
橋
の
と
こ
ろ
で
左
に
曲
げ
る
。
す
る
と
右
手

に
材
木
河
岸
が
連
な
る
。
本
材
木
町
一
〜
八
丁
目
。

江
戸
草
創
期
、
大
船
で
輸
送
さ
れ
て
き
た
資
材
は
、

こ
こ
で
陸
揚
げ
さ
れ
、
八
重
洲
口
に
つ
な
が
る
運
河

で
城
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
川
縁
が

初
期
の
江
戸
湊
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
埋
め
立
て
工

事
に
よ
り
、
茅
場
町
、
八
丁
堀
役
人
町
、
霊
岸
島
が

で
き
て
行
く
。

楓
川
、
海
賊
橋
を
潜
る
と
ま
も
な
く
、
左
手
に
は
、

海
防
の
一
翼
を
担
う
九
鬼
一
族
の
上
屋
敷
が
見
え
、

熊
本
藩
細
川
の
下
屋
敷
。新
場
橋
を
潜
る
と
桑
名
藩
、

松
平
越
中
守
の
上
屋
敷
の
屋
根
が
見
え
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
前
が
越
中
橋
。
こ
れ
を
潜
っ
て
、
下

る
と
、
松
幡
橋
。
そ
し
て
弾
正
橋
に
出
る
。
こ
こ
で

東
西
に
流
れ
る
八
丁
堀
と
合
流
す
る
。
こ
の
間
、
右

「
江
戸
の
川
を
歩
く
」
第
七
回
原
稿
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手
は
ず
っ
と
材
木
河
岸
で
あ
る
。

八
丁
堀
・
京
橋
川

隅
田
川
、
右
手
に
石
川
島
を
見
つ
つ
、
左
、
鉄
砲

州
伝
い
に
、
左
に
折
れ
る
。
す
る
と
、
稲
荷
橋
が
あ

り
、
湊
稲
荷
、
鉄
砲
州
富
士
が
見
え
る
。
こ
こ
か
ら

が
八
丁
堀
で
あ
る
。
堀
の
左
右
に
は
、
八
丁
堀
河
岸

が
連
な
る
。
や
が
て
右
手
か
ら
流
れ
て
く
る
、
楓
川

と
合
流
。
こ
の
辺
り
、
川
の
十
字
路
で
、「
三
つ
橋
」

と
い
う
。
弾
正
橋
（
楓
川
）、
真
福
寺
橋
（
三
十
間

堀
）、
白
魚
橋
（
牛
草
橋
、
京
橋
川
）。
見
事
な
景
観

で
芭
蕉
の
句
も
残
さ
れ
て
い
る
。

■
２　

江
戸
名
所
図
会　

三
つ
橋
の
光
景
：
左　

真
福
寺
橋
（
三
十
間
堀
へ
）。
右
弾
正
橋
（
楓

川
へ
）。
中
央
右　
白
魚
橋
（
牛
草
橋
、
京
橋
川
へ
）

白
魚
橋
を
潜
る
と
、
八
丁
堀
は
京
橋
川
と
な
り
、

京
橋
か
ら
比
丘
尼
橋
で
御
堀
に
出
る
。
京
橋
川
の
右

側
が
、
有
名
な
竹
河
岸
で
、
広
重
は
林
立
す
る
竹

と
月
、
京
橋
の
光
景
を
描
い
て
い
る
。
舟
が
比
丘
尼

橋
に
至
る
ま
で
あ
ち
こ
ち
に
白
魚
河
岸
が
あ
り
、
大

川
で
獲
れ
た
白
魚
問
屋
を
意
味
す
る
白
魚
屋
敷
が
あ

る
。
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■
３　
広
重　
京
橋
竹
河
岸　
京
橋
か
ら
左
、
竹
が
林
立
し
て
い
る
光
景
。

三
十
間
堀

舟
は
真
福
寺
橋
を
潜
る
。
右
手
に
は
白
魚
河
岸
と

広
い
白
魚
屋
敷
が
あ
る
。
こ
こ
が
、
あ
ち
こ
ち
に
あ

る
、
白
魚
問
屋
の
元
締
め
。
川
は
、
今
の
京
橋
公
園

の
と
こ
ろ
を
右
に
曲
が
り
、
次
い
で
、
左
に
折
れ

る
。
御
堀
に
沿
っ
て
汐
留
橋
ま
で
流
れ
る
、
三
十
間

堀
の
始
ま
り
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
幅
三
十
間
（
約

五
十
五
メ
ー
ト
ル
）
の
堀
。
こ
の
川
は
、
今
の
銀
座

一
〜
八
丁
目
通
り
と
昭
和
通
り
の
中
間
を
南
北
に
流

れ
て
い
た
。
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
）
に
、
両
岸

の
整
備
で
実
際
の
川
幅
は
、十
九
間（
約
三
十
五
メ
ー

ト
ル
）
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
が
、
屋
形
舟
や
荷
船
が

行
き
交
い
、
舟
流
通
の
要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
名
称
も
三
十
間
堀
と
し
て
維
持
さ
れ
、
両
岸

に
江
戸
文
化
の
華
が
咲
い
た
。
い
わ
ば
、
銀
座
の
真

ん
中
を
流
れ
て
い
た
、
こ
の
川
は
、
戦
前
ま
で
は
生

き
生
き
と
活
動
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
に
埋

め
立
て
ら
れ
、
今
で
は
、
本
当
に
こ
こ
に
川
が
あ
っ

た
の
か
と
い
う
状
態
で
あ
る
。
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江
戸
期
の
三
十
間
堀
を
北
か
ら
南
へ
と
運
行
す

る
。
舟
が
紀
伊
国
橋
を
通
る
と
次
は
、
三
原
橋
。
数

寄
屋
橋
御
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
来
る
道
（
晴
海
通
り
）

に
架
か
る
橋
で
あ
る
。
今
の
三
原
橋
交
差
点
。
そ
の

地
下
の
映
画
館
や
飲
食
街
が
嘗
て
の
堀
の
川
底
跡
で

あ
る
。
三
原
橋
を
左
に
折
れ
れ
ば
、
左
側
に
歌
舞
伎

座
が
あ
る
が
、
こ
こ
は
、
江
戸
時
代
、
熊
本
藩
細
川

越
中
守
の
拝
領
屋
敷
（
特
に
使
用
目
的
を
限
定
し
な

い
屋
敷
）
で
、
そ
の
前
は
、
釆う
ね

女め

ヶが

原は
ら

と
い
い
、
馬

場
が
あ
っ
た
。
雪
旦
は
、派
手
に
落
馬
す
る
も
の
や
、

乗
り
こ
な
し
て
い
る
武
士
の
姿
を
い
き
い
き
と
江
戸

名
所
図
会
に
描
い
て
い
る
。
馬
場
の
傍
ら
に
は
、
催

し
小
屋
や
店
が
密
集
し
、
武
士
に
混
じ
っ
て
町
民
も

沢
山
集
ま
り
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

幕
末
に
は
、
三
十
間
堀
全
体
の
両
岸
に
遊
船
宿
が

な
ら
び
、
屋
形
舟
、
屋
根
船
な
ど
様
々
な
船
が
入
り

込
み
、
大
繁
盛
。
特
に
、
そ
の
象
徴
が
、
木
挽
町
芝

居
小
屋
の
隆
盛
で
あ
る
。

舟
が
三
原
橋
を
潜
る
。ち
ょ
っ
と
行
く
と
木
挽
橋
。

橋
の
上
は
人
、
人
、
人
。
橋
の
左
岸
に
は
、
森
田
座
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森
田
勘
弥
）、
山
村
座
、
河
原
崎
座
、
中
村
座
が
、

ず
ら
り
と
並
び
。
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
何

艘
も
の
屋
形
船
が
行
き
交
い
、
接
岸
。
提
灯
に
彩
ら

れ
た
店
の
中
で
は
、
川
面
を
見
な
が
ら
一
杯
や
っ
て

い
る
人
の
姿
。
す
さ
ま
じ
い
ば
か
り
の
賑
や
か
な
光

景
で
あ
る
。

■
４　
江
戸
名
所
図
会　
木
挽
町
芝
居

汐
留
川

舟
が
木
挽
町
七
丁
目
ま
で
来
る
と
、
左
方
向
に
汐

留
橋
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
で
三
十
間
堀
は
終
了
。

赤
坂
溜
池
か
ら
虎
御
門
、
幸
橋
御
門
を
通
過
し
、
芝

口
橋
（
新
橋
）
へ
と
流
れ
る
堀
。
三
十
間
堀
を
左
に

見
な
が
ら
汐
留
橋
を
潜
り
、直
進
す
る
と
浜
御
殿（
旧

浜
離
宮
庭
園
）に
達
す
る
。
こ
れ
が
汐
留
川
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
江
戸
の
人
々
は
、
三
十
間
堀
か
ら
浜

御
殿
そ
し
て
江
戸
湾
に
至
る
、
遊
覧
船
の
旅
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
。


